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02 グループディスカッション
　　　　「 思わず見ちゃう議会だより 」　

03 グループディスカッション
　　　　「 八尾にこんなんあったらいいな 」

高校生と議会を
つなぐ未来会議
２０２４

未 来 会 議 レ ポ ー ト

高
校
生
の
意
見

・表紙をアーティスト写真やマンガ・イラストにすると目に留まる。
・字を大きくし、縦書き横書きを統一すると読みやすくなる。
・高校生が作るページを連載することで、若い世代の関心が高まる。
・内容をできるだけ要約し、読み飽きないページ数に変更する。
・学生限定付録や八尾で使えるクーポンが付いていたら面白い。

・高校の交流機会を増やして、様々なつながりを持ちたい。
・異なる世代、外国人との交流が増えると親交や理解が深まる。
・公園でボール遊びができ、トイレやごみ箱が清潔だと人が集う。
・自転車専用レーン、防犯カメラの増設により安全なまちになる。
・近くに自習室があれば、効率的に勉強でき学力が向上する。

議会だより編集委員会

　　　金光八尾高校／八尾高校
八尾北高校／八尾翠翔高校／山本高校

×

　八尾市議会では、これまで「市議会×高校生プロジェクト」として高校生と
の座談会の実施など、若い世代との交流を通じて議会をより身近に感じてもら
う取り組みを行ってきました。コロナ禍を経て、今回「高校生と議会をつなぐ
未来会議2024」と題して、市内５校の高校生と議会だより編集委員会の議員
が意見交換を行いました。
　最初は少し硬い表情でしたが、意見交換が進むうちに笑顔がたくさん見られ、
議員や他校の生徒との交流が進み、楽しい雰囲気の中でたくさんの意見を出し
合いました。
　発表の際には、議場という緊張が高まる場所にも関わらず、堂々とグループ
の意見を説明していただきました。

当日のプログラム
01 アイスブレイク
　  自己紹介、クイズ

02 グループディスカッション
     ・議会だよりについて

03 グループディスカッション
　  ・まちづくりについて

04 発表

05 記念撮影、フリートーク

高
校
生
の
意
見
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印鑑の登録事項と印鑑登録証明書

ボランティアセンターを本会議
（11月29日、12月２日、３日、19日）
議会運営委員会
（11月14日、19日、29日、12月18日、19日）
総務常任委員会、予算決算常任委員会（総務分科会）
（12月11日、19日）
建設産業常任委員会、予算決算常任委員会（建設産業分科会）
（12月９日）
文教常任委員会、予算決算常任委員会（文教分科会）
（12月10日）
健康福祉環境常任委員会、予算決算常任委員会（健康福祉環境分科会）
（12月６日）

予算決算常任委員会（全体会）
（12月16日、19日）
予算決算常任委員会（理事会）
（11月19日、12月13日、18日、19日）
各派代表者会議
（11月14日、12月18日）
議会だより編集委員会
（11月21日、29日、12月16日、25日）
意見書調整会議、幹事長会議
（12月17日）

議会活動の記録

PIC
KUP

01

　令和６年12月定例会は、11月29日から12月19日まで開会しました。１日目から３日目にかけて、市政
全般について個人質問を行いました。また、補正予算案などの議案を上程し、所管の委員会で審査し、
12月19日の本会議で討論の後、市長が提案した全ての議案を可決しました。
　また、12月19日の本会議において職員給与に関する条例の一部改正の追加議案等が提出され、所
管の委員会で審査した後、同日の本会議で可決しました。

▶個人質問は６～９ページ、委員会審査の概要は10～11ページ、議決結果は14～15ページに掲載

総合計画の後期基本計画策定など

　性同一性障害、性的指向及び性自認に配慮し、印鑑の登録事項
及び印鑑登録証明書から性別に関する事項を削除するため、八尾
市印鑑の登録及び証明に関する条例の一部を改正しました。

八尾市総合計画の後期基本計画を策定
　令和３年２月に策定された、八尾市第６次総合計画前期基本計
画（令和３年度から令和６年度）において取り組みを推進してき
た成果と課題等を踏まえ、後期基本計画（令和７年度から令和
10年度）を策定する議案を可決しました。
　なお、本件の可決を受け、「八尾市総合計画後期基本計画を定
める件」に対する附帯決議案が提出され、賛成多数で可決しまし
た。

市議会はココに注目！

PIC
KUP

02

PIC
KUP

03

PIC
KUP

03

　現在、サポートやおにあるボランティアセンターを、社会福祉
会館の２階へ移設するため、その修繕に係る経費を増額する補正
予算を可決しました。

24件の議案等を詳しく審査
令和６年

12 月定例会

12
定例会の概要

Q 　支援につながりにくい子ども・若者に対して、アウトリー
チを通じた支援を進めるという文言が追加されているがどの
ように進めていくのか。

　前期計画においては電話相談から面談につなげることを行ってき
たが、後期計画では、複雑・複合的な課題を抱え孤立してしまう方に
対し、地域団体など多様な関係機関と連携し訪問支援を行っていく。

A

議員からの質疑を
ちょっとだけ紹介

性別部分を削除Q 　八尾空港西側跡地に関して、市の南部エリアの活性化とい
う文言が追加されているがどのような内容か。

　現在、関係者と土地活用に向けた検討を進めており、八尾空港周辺
を含めた駅前を拠点とするまちづくりの方向性の検討を行っていく。

A

社会福祉会館へ移設

45 やお市議会だより やお市議会だよりvol.328 vol.328
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個 人 質 問

３日間12人の

八尾市の市政全般について、市民の代表として議員が市に対して説明
を求めることや疑問について聞くことをいいます。
八尾市議会では、答弁を含まずひとり30分の持ち時間となっています。

個人質問とは

個 人 問質
月定例会
12

R6

▶

　

デ
ィ
ス
レ
ク
シ
ア
の
疑
い
の
あ
る
児

童
・
生
徒
を
早
期
療
育
に
つ
な
げ
る
必

要
が
あ
る
と
考
え
る
が
、
市
の
認
識
は
。

　

学
校
で
は
校
内
支
援
委
員
会
等
を
中

心
と
し
た
全
校
的
な
支
援
体
制
に
よ
り
、

児
童
・
生
徒
の
実
態
を
早
期
に
、
適
切

に
把
握
し
、
教
育
委
員
会
で
は
医
療
機

関
や
専
門
機
関
と
連
携
し
な
が
ら
支
援

に
努
め
て
い
く
。

　

芸
術
文
化
に
よ
る
交
流
基
盤
で
あ
る

「
や
お
う
え
る
か
む
コ
モ
ン
ズ
」
の
取

り
組
み
に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う
な
成
果

が
現
れ
て
い
る
か
。

　

コ
モ
ン
ズ
の
形
成
主
体
で
あ
る
人
・

場
所
・
活
動
が
つ
な
が
る
こ
と
で
、
芸

術
文
化
を
活
性
化
さ
せ
る
取
り
組
み
を

進
め
て
お
り
、
人
々
が
笑
顔
で
集
え
る

場
が
広
が
っ
て
い
る
。

公
明
党前ま

え
ぞ
の園  

正ま
さ
あ
き昭

教
育
と
文
化
の
予
算
は

人
と
未
来
を
創
る
予
算

　

全
国
的
に
な
り
す
ま
し
投
票
（
詐
偽

投
票
）
に
つ
い
て
数
多
く
報
道
さ
れ
て

い
る
が
、
本
市
に
お
い
て
は
ど
う
か
。

　

投
票
所
の
受
付
に
お
い
て
、
生
年
月

日
等
の
確
認
で
本
人
か
ど
う
か
疑
わ
し

い
場
合
は
、
本
人
確
認
書
類
の
提
示
を

お
願
い
す
る
な
ど
、
し
っ
か
り
と
本
人

確
認
を
行
っ
て
い
る
。

　

な
り
す
ま
し
投
票
等
の
不
正
な
投
票

に
対
し
て
予
防
策
は
と
っ
て
い
る
の
か
。

　

入
場
整
理
券
に
、
投
票
の
際
に
は
、

必
ず
本
人
の
整
理
券
を
持
参
し
て
い
た

だ
く
よ
う
記
載
し
て
い
る
。
ま
た
、
投

票
所
内
に
、
な
り
す
ま
し
投
票
等
を

行
っ
た
場
合
、
処
罰
の
対
象
と
な
る
旨

の
貼
り
紙
を
掲
示
す
る
な
ど
、
投
票
人

に
対
す
る
注
意
喚
起
を
行
っ
て
い
る
。

八
尾
保
守
の
会

川か
わ
か
み上　
舞ま
い　

不
正
な
投
票
の
防
止
へ

よ
り
効
果
的
な
対
策
を

AA QQ

QAQA

　

学
校
給
食
の
恒
久
的
無
償
化
に
踏
み

切
る
べ
き
だ
が
ど
う
か
。

　

財
源
確
保
に
最
大
限
の
努
力
が
必
要

で
あ
り
、
国
の
動
向
を
注
視
し
な
が
ら

財
政
状
況
を
鑑
み
て
検
討
し
て
い
く
。

　

小
学
校
の
給
食
数
は
ピ
ー
ク
時
に
比

べ
２
万
食
分
減
少
し
て
お
り
、
中
学
校

分
も
調
理
で
き
る
の
で
は
と
考
え
る
。

中
学
校
で
の
必
要
給
食
数
は
。

　

約
６
６
０
０
食
を
調
理
し
て
い
る
。

　

マ
イ
ナ
保
険
証
の
利
用
に
お
い
て
は

い
ま
だ
に
ト
ラ
ブ
ル
も
多
く
、
全
国
的

に
も
利
用
率
が
低
い
。
現
行
の
保
険
証

を
残
す
よ
う
国
に
声
を
上
げ
る
べ
き
だ

が
ど
う
か
。

　

ト
ラ
ブ
ル
発
生
時
の
対
応
方
法
の
周

知
徹
底
な
ど
、
市
長
会
を
通
じ
て
国
に

要
望
し
て
い
る
。

　

現
行
の
保
険
証
が
有
効
期
限
ま
で
使

用
で
き
る
こ
と
、
期
限
が
切
れ
た
後
は

資
格
確
認
書
が
自
動
的
に
交
付
さ
れ
る

こ
と
な
ど
、
医
療
機
関
等
と
連
携
し
な

が
ら
早
急
に
周
知
す
べ
き
だ
が
ど
う
か
。

　

様
々
な
広
報
媒
体
を
活
用
し
な
が
ら

分
か
り
や
す
く
丁
寧
な
広
報
に
努
め
る
。

日
本
共
産
党

越お

ち智  

妙た
え
こ子

学
校
給
食
の
恒
久
的
な

無
償
化
を
早
急
に
！

QAQQ AA

その他の質問項目
◦地域防災の共助の充実を
　図るための地域との連携

　

Ｔ
Ｋ
Ｂ
48
を
普
及
促
進
す
る
た
め
、

備
蓄
拠
点
を
大
幅
に
増
設
す
る
な
ど

プ
ッ
シ
ュ
型
支
援
強
化
を
図
る
国
の
動

き
が
あ
る
が
、
市
の
見
解
は
。
ま
た
、

酷
暑
期
の
避
難
所
に
お
け
る
暑
熱
対
策

と
し
て
、
ス
ポ
ッ
ト
ク
ー
ラ
ー
の
分
離

使
用
な
ど
、
設
置
方
法
を
工
夫
す
べ
き

だ
が
ど
う
か
。

　

国
の
防
災
・
減
災
対
策
の
動
向
を
注

視
し
、
導
入
の
可
否
を
含
め
検
討
す
る
。

ス
ポ
ッ
ト
ク
ー
ラ
ー
の
設
置
手
法
に
つ

い
て
は
、
仕
様
や
体
育
館
の
構
造
等
を

確
認
し
な
が
ら
検
討
し
て
い
く
。

　

町
会
が
解
散
し
た
地
域
の
安
全
を
担

保
す
る
た
め
に
、
町
会
に
代
わ
り
防
犯

灯
を
維
持
管
理
し
て
い
く
仕
組
み
を
構

築
す
べ
き
だ
が
ど
う
か
。

　

持
続
可
能
な
防
犯
灯
の
仕
組
み
づ
く

り
に
向
け
、
他
市
事
例
も
参
考
と
し
、

地
域
の
意
見
を
聞
き
な
が
ら
検
討
す
る
。

大
阪
維
新
の
会

鑄い
か
た方  

淳じ
ゅ
ん
じ治

避
難
所
の
環
境
改
善
に

向
け
た
取
り
組
み
を

QQ AA

　

認
知
症
の
方
や
そ
の
家
族
が
、
住
み

慣
れ
た
地
域
で
安
心
し
て
生
活
し
て
い

く
た
め
、
認
知
症
施
策
を
推
進
す
る
こ

と
が
重
要
で
あ
る
。
市
と
し
て
認
知
症

施
策
推
進
計
画
の
策
定
を
ど
う
検
討
し

て
い
る
の
か
。

　

国
が
示
す
計
画
の
内
容
に
つ
い
て
は
、

お
お
む
ね
第
９
期
八
尾
市
高
齢
者
保
健

福
祉
計
画
及
び
介
護
保
険
事
業
計
画
に

盛
り
込
ん
で
い
る
。
今
後
、
次
期
計
画

の
策
定
に
合
わ
せ
、
一
体
的
に
認
知
症

施
策
推
進
計
画
の
策
定
に
取
り
組
む
予

定
で
あ
る
。

　

複
合
化
・
複
雑
化
し
た
課
題
を
抱
え

る
市
民
を
支
援
す
る
た
め
の
重
層
的
支

援
体
制
整
備
事
業
に
つ
い
て
、
今
後
の

展
開
や
制
度
の
拡
充
に
関
す
る
見
解
は
。

　

住
宅
確
保
要
配
慮
者
へ
の
居
住
支
援

な
ど
を
進
め
て
い
く
。
さ
ら
に
、
今
後

も
包
括
的
な
相
談
支
援
体
制

を
維
持
で
き
る
よ
う
、
分
野

横
断
的
な
連
携
や
複
合
的
な

役
割
・
機
能
を
果
た
す
体
制

の
強
化
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

公
明
党

五い

お

い
百
井 

真し
ん
じ二

誰
も
が
安
心
し
て

暮
ら
せ
る
体
制
整
備
を

　

テ
レ
ビ
、
新
聞
の
偏
向
報
道
特
性
を

踏
ま
え
、
正
し
い
行
政
情
報
を
発
信
す

る
た
め
、
全
庁
的
、
一
元
的
な
取
材
対

応
が
求
め
ら
れ
る
と
考
え
る
が
市
の
見

解
は
。

　

不
意
の
取
材
に
対
す
る
リ
ス
ク
管
理
、

切
り
取
り
報
道
へ
の
対
応
を
含
め
、
見

直
し
を
か
け
て
い
き
た
い
。

　

市
民
が
市
の
公
式
見
解
等
の
一
次
情

報
に
ア
ク
セ
ス
で
き
、
知
る
権
利
に
対

応
で
き
る
よ
う
、
記
者
会
見
映
像
等
を

市
公
式
ユ
ー
チ
ュ
ー
ブ
チ
ャ
ン
ネ
ル
で

公
開
す
べ
き
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

　

次
期
市
政
運
営
方
針
及
び
当
初
予
算

の
記
者
会
見
に
向
け
、
早
急
に
対
応
を

検
討
し
た
い
。

　

市
の
中
心
部
か
ら
遠
い
地
域
に
お
い

て
、
期
日
前
投
票
実
施
の
需
要
は
高
い
。

民
間
商
業
施
設
で
実
施
す
る
際
の
課
題

は
。

　

二
重
投
票
防
止
の
た
め
の
オ
ン
ラ
イ

ン
設
備
や
急
な
選
挙
等
、
全
て
の
選
挙

で
施
設
を
使
用
で
き
る
か
な
ど
、
費
用

面
や
従
事
す
る
職
員
体
制
等
が
課
題
で

あ
る
と
考
え
る
。

大
阪
維
新
の
会

稲い
な
も
り森  

洋ひ
ろ
き樹

偏
向
報
道
を
さ
せ
な
い

情
報
発
信
施
策
の
強
化

QQ AA

QQ AA

その他の質問項目
◦投票しやすい環境整
　備の方向性

TKB48 とは
　避難所の二次健
康被害ゼロを目指
し、T（トイレ）K
（キッチン）B（ベッ
ド）を48時間以
内に設置し、被災
者が安心して滞在
できる環境を確保
する取り組みのこ
と。

一人一人の意思を反映さ
せる機会である選挙には、
適正な執行が求められる。

QA
ディスレクシアとは
　学習障害のひとつのタ
イプとされ、全体的な知
的発達に遅れはないが、
文字の読み書きに限定し
た困難がある障害。
　そのことで学習が遅れ、
自信を失い、意欲低下や
心身の不調につながるこ
ともある。

QA
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中
心
市
街
地
の
車
線
の
一
部
を
規
制

し
、
道
路
空
間
を
店
舗
や
子
ど
も
た
ち

の
遊
び
場
な
ど
に
活
用
す
る
な
ど
、
各

自
治
体
が
町
の
に
ぎ
わ
い
づ
く
り
に
知

恵
を
絞
っ
て
い
る
。国
が
推
進
す
る「
ほ

こ
み
ち
制
度
」
を
活
用
し
、
市
民
や
事

業
者
と
と
も
に
魅
力
あ
る
都
市
空
間
を

創
造
す
る
こ
と
に
意
義
が
あ
る
と
考
え

る
が
ど
う
か
。　

　

歩
行
者
の
利
便
増
進
を
図
り
、
快
適

な
生
活
空
間
の
確
保
と
地
域
活
力
の
創

造
に
資
す
る
道
路
を
指
定
す
る
こ
と
は
、

ま
ち
の
に
ぎ
わ
い
を
創
出
し
、
地
域
経

済
の
活
性
化
に
寄
与
す
る
も
の
と
考
え

る
。
ま
た
、
市
民
や
事
業
者
と
と
も
に

取
り
組
み
を
進
め
て
い
く
こ
と
で
、
協

働
の
ま
ち
づ
く
り
の
観
点
か
ら
も
意
義

が
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。

無
所
属露つ

ゆ
は
ら原  

行ゆ
き
た
か隆

ほ
こ
み
ち
制
度
の
活
用

地
域
経
済
の
活
性
化
を

　

国
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
で
は
、
保
育
所

等
に
お
い
て
虐
待
等
が
行
わ
れ
た
と
判

断
し
た
場
合
、
十
分
な
心
の
ケ
ア
・
保

護
者
に
対
す
る
丁
寧
な
説
明
・
虐
待
事

案
の
公
表
等
が
必
要
で
あ
る
と
記
載
さ

れ
て
い
る
が
、
そ
れ
に
沿
っ
た
対
応
は

で
き
て
い
る
の
か
。

　

全
保
護
者
対
象
の
説
明
会
を
行
う
よ

う
働
き
か
け
て
い
る
が
、
実
施
に
つ
い

て
は
園
の
判
断
と
な
る
。
臨
床
心
理
士

の
派
遣
に
つ
い
て
現
時
点
で
は
予
定
し

て
い
な
い
が
、
こ
ど
も
総
合
支
援
セ
ン

タ
ー
で
対
応
し
た
い
。
ま
た
、
虐
待
事

案
の
公
表
は
通
常
保
育
へ
の
影
響
も
懸

念
さ
れ
る
た
め
、
現
時
点
で
は
考
え
て

い
な
い
。

　

虐
待
の
事
実
が
確
認
さ
れ
た
音
声

デ
ー
タ
が
録
音
さ
れ
た
日
の
、
園
内
の

防
犯
カ
メ
ラ
映
像
デ
ー

タ
が
無
い
と
関
係
者
か

ら
聞
い
た
が
、
事
実
か
。

　

現
在
指
導
を
行
い
、

詳
細
の
確
認
を
し
て
い

る
状
況
の
た
め
答
え
ら

れ
な
い
。

日
本
共
産
党

田た
な
か中  

裕ゆ
う
こ子

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
沿
う

保
育
虐
待
へ
の
対
応
を

QQ AA

QA

　

本
市
の
狂
犬
病
予
防
接
種
の
接
種
率

は
全
国
的
に
見
て
も
低
く
、
免
疫
学
上

狂
犬
病
の
蔓
延
を
防
ぐ
事
が
出
来
る
と

さ
れ
て
い
る
「
接
種
率
70
％
以
上
」
を

達
成
す
る
対
策
を
講
じ
る
べ
き
と
考
え

る
が
ど
う
か
。

　

毎
年
、
接
種
率
70
%
以
上
を
達
成

す
る
こ
と
を
目
標
に
、
接
種
率
向
上
に

積
極
的
に
努
め
て
い
く
。

　

医
療
的
ケ
ア
児
等
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー
の
未
配
置
な
ど
、
立
ち
遅
れ
て
い

る
取
り
組
み
に
つ
い
て
、
支
援
体
制
を

構
築
す
べ
き
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

　

現
在
、
医
療
的
ケ
ア
児
等
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
ー
の
配
置
に
至
っ
て
い
な
い
の

は
事
実
で
あ
り
、
支
援
体
制
の
強
化
に

つ
い
て
早
急
か
つ
積
極
的
に
取
り
組
み

を
進
め
て
い
く
。

　

パ
ー
ソ
ナ
ル
・
サ
ポ
ー
ト
事
業
に
つ

い
て
は
、
部
局
の
垣
根
を
越
え
、
ワ
ン

ス
ト
ッ
プ
の
支
援
体
制
を
構
築
す
べ
き

と
考
え
る
が
ど
う
か
。

　

市
民
が
利
用
し
や
す
い
、
効
果
的
な

事
業
運
営
に
つ
い
て
、
部
局
連
携
を
図

り
、
検
討
を
進
め
て
い
く
。

八
尾
の
未
来
を
紡
ぐ
会

柴し
ば
た
に谷  

匡ま
さ
や哉

部
局
の
垣
根
を
超
え
た

生
活
困
難
者
支
援
を

　

財
政
状
況
の
悪
化
を
危
機
感
を
持
っ

て
受
け
止
め
、
物
価
高
騰
対
策
を
は
じ

め
と
し
た
市
民
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
事
業

を
行
う
財
源
を
確
保
す
る
た
め
、
早
急

に
抜
本
的
な
対
策
を
講
じ
る
必
要
が
あ

る
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

　

非
常
に
厳
し
い
財
政
状
況
に
あ
る
こ

と
か
ら
、
事
業
費
の
増
加
に
対
し
て
は

既
存
事
業
の
見
直
し
等
に
よ
る
財
源
捻

出
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

　

市
の
魅
力
増
進
に
向
け
、
新
た
な
事

業
を
行
う
際
に
、
既
存
事
業
の
ス
ク

ラ
ッ
プ
を
行
う
余
地
は
あ
る
の
か
。

　

見
直
し
を
行
う
こ
と
な
く
依
然
と
し

て
続
い
て
い
る
事
業
が
あ
る
と
考
え
て

お
り
、
他
市
比
較
等
も
行
い
な
が
ら
、

今
後
も
本
市
を
発
展
さ
せ
て
い
く
た
め
、

効
率
的
に
新
た
な
事
業
に
取
り
組
ん
で

い
く
た
め
の
財
源
を

し
っ
か
り
と
確
保
す
る

こ
と
が
必
要
と
考
え
る
。

大
阪
維
新
の
会

松ま
つ
も
と本　
剛つ
よ
し　

危
機
感
を
持
っ
た

事
務
事
業
の
見
直
し
を

AA QQ

QAQA

その他の質問項目
◦障がい児の通学支援
◦保育所入所選考時の療育施
　設に関する加算点の必要性

　

日
本
版
Ｄ
Ｂ
Ｓ
に
関
す
る
法
整
備
が

進
ん
だ
が
、
市
の
セ
ー
フ
ガ
ー
デ
ィ
ン

グ
に
対
す
る
考
え
方
は
ど
う
か
。

　

セ
ー
フ
ガ
ー
デ
ィ
ン
グ
に
つ
い
て
、

ま
ず
は
知
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
が
重
要

で
あ
り
、
子
ど
も
の
居
場
所
づ
く
り
連

絡
会
議
な
ど
で
考
え
方
な
ど
を
紹
介
し

て
い
く
。
ま
た
、
基
準
の
作
成
や
取
り

組
み
に
つ
い
て
も
研
究
し
て
い
く
。

　

Ｃ
Ａ
Ｐ
（
子
ど
も
へ
の
暴
力
防
止
プ

ロ
グ
ラ
ム
）
の
成
果
は
ど
う
か
。

　

子
ど
も
の
自
己
肯
定
感
や
自
身
を
守

る
ス
キ
ル
を
向
上
さ
せ
る
だ
け
で
な
く
、

地
域
の
方
な
ど
第
三
者
の
視
点
が
入
る

こ
と
で
、
よ
り
具
体
的
な
子
ど
も
の
心

の
声
を
聴
き
取
り
、
い
じ
め
や
虐
待
の

早
期
発
見
に
つ
な
が
っ
て
い
る
と
認
識

し
て
い
る
。

八
尾
の
未
来
を
紡
ぐ
会

西に
し
か
わ川  

あ
り

セ
ー
フ
ガ
ー
デ
ィ
ン
グ

考
え
方
の
周
知
は

QAQA

その他の質問項目
◦全職員が危機感と責任
　感を持って業務を担う　
　ための今後の人事行政

　

が
ん
患
者
の
負
担
軽
減
に
つ
な
が
る

ア
ピ
ア
ラ
ン
ス
ケ
ア
の
さ
ら
な
る
周

知
・
啓
発
を
実
施
す
る
と
と
も
に
、
助

成
制
度
を
創
設
す
べ
き
と
考
え
る
が
ど

う
か
。

　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
内
容
の
充
実
を
は

じ
め
、
地
域
の
医
療
機
関
と
連
携
を
図

り
な
が
ら
ア
ピ
ア
ラ
ン
ス
ケ
ア
を
含
め
、

が
ん
に
関
す
る
情
報
の
発
信
に
早
期
に

取
り
組
む
。
助
成
制
度
に
つ
い
て
は
、

が
ん
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
と
連
携
し
な

が
ら
検
討
を
進
め
る
。

　

市
民
の
安
心
、
地
域
防
災
力
の
強
化
、

自
治
体
間
の
相
互
支
援
等
に
つ
な
が
る

ト
イ
レ
ト
レ
ー
ラ
ー
を
導
入
す
べ
き
だ

が
ど
う
か
。

　

避
難
所
に
お
け
る
ト
イ
レ
環
境
は
災

害
関
連
死
を
防
ぐ
上
で
重
要
で
あ
る
と

認
識
し
て
お
り
、

国
の
動
向
を
注

視
し
な
が
ら
、

他
市
事
例
も
研

究
し
て
い
く
。

公
明
党

福ふ
く
な
が永 

美み

ち

こ
智
子

ア
ピ
ア
ラ
ン
ス
ケ
ア

助
成
制
度
の
創
設
を

QQ AA

個 人 質 問 ▶

DBS とは
　子どもに接する仕事に
就く人に対して、性犯罪
歴を照会することが義務
付けられる制度のこと。

セーフガーディングとは
　虐待や搾取など子ども
の権利に反する行為や危
険を防止する安全保護の
取り組みのこと。

QA本会議で議案質疑がありました

QR コードから、本会議
の映像を見ることができ
ます。

議案質疑とは…
　提案された議案に対し、内容や
提案理由等について疑問や不明な
点を問うことをいいます。

11 月 29日　日本共産党　田中　裕子
議案第 87 号「八尾市水道事業の設置
等に関する条例等の廃止等の件」

ほこみち制度とは
　歩行者利便増進道路制度
の愛称で、にぎわいのある
道路空間創出のための道路
を指定する制度のこと。
　道路管理者が、歩道の中
に歩行者の利便増進を図る
空間を定めることで、多様
な道路空間の活用が可能と
なる。

その他の質問項目
◦ギャンブル等依存症対策
◦若年層に広がるオンライ
　ンカジノ等の危険性の周
　知・啓発
◦関係機関、自助グループ
　等と連携した支援の強化

Ｑ

Ａ

おしえて
議会のコトバ

　予算や条例などの議案に対して
執行上の要望や執行に当たっての
希望条件等を意思としてまとめた
ものです。
　法的な拘束力はありませんが、
政治的に尊重されるべきものとさ
れています。

ちなみに

　12月市議会定例会においては、以下の附
帯決議案が提出されました。

附帯決議 ってなに？

◆議案第80号「八尾市総合計画後期基本計画を
　定める件」に対する附帯決議の件
◆議案第88号「令和６年度八尾市一般会計第６
　号補正予算の件」に対する附帯決議の件 

提出された議案の内容や結果の一覧はホームページをご覧ください。➡➡➡
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委員会で審査した議案
◦�八尾市水道事業の設置等に関する条例
等の廃止等の件
◦�八尾市営住宅等の指定管理者指定の件
　　　　　　　　　　　その他議案２件
分科会で審査した議案
◦�八尾市総合計画後期基本計画を定める
件（所管分）��
         　　　　　　　　その他議案１件

木村家住宅は江戸後期から明治後期にかけ
て河内木綿商の屋敷として建築され、令和
３年６月に国登録有形文化財となった。

委員会 で

委員会で審査した議案
◦八尾市印鑑の登録及び証明に関する条
　例の一部改正の件
◦八尾市職員の勤務時間等に関する条例
　の一部改正の件
　　　　　　　　　　　その他議案３件
分科会で審査した議案
◦�八尾市総合計画後期基本計画を定める
件（所管分）��
         　　　　　　　　その他議案５件

緊急性の高い傷病者にできるだけ早く救急
車が到着できるよう、救急車の適時・適切
な利用が必要となる。

て
お
り
、
そ
こ
で
救
急
医
療
相
談
を

行
い
、
緊
急
性
を
判
断
し
て
も
ら
う

こ
と
に
よ
り
、
不
要
不
急
の
出
動
の

減
少
に
つ
な
が
る
と
考
え
る
。　
　

　

広
報
以
外
に
適
正
利
用
に
向
け
て

検
討
し
て
い
る
方
策
は
あ
る
か
。

　

軽
症
者
の
救
急
搬
送
の
有
料
化
を

実
施
し
て
い
る
自
治
体
も
あ
り
、
今

後
、
有
料
化
の
実
証
実
験
が
行
わ
れ

た
際
に
は
調
査
研
究
を
行
い
、
適
正

に
検
討
し
て
い
き
た
い
。

救
急
搬
送
の
多
く
を
占
め
る
軽
症
者

　
　
救
急
車
の
適
正
利
用
へ
の
方
策
は
？

総
務 

常
任
委
員
会
・
分
科
会

　

令
和
5
年
中
の
救
急
搬
送
は

１
万
８
千
件
を
超
え
て
お
り
、
そ
の

約
７
割
が
軽
症
者
で
あ
っ
た
。
必
要

度
の
高
い
重
症
者
が
利
用
で
き
る
よ

う
、
救
急
車
の
適
正
利
用
を
促
す
必

要
が
あ
る
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

　

救
急
車
の
適
正
利
用
に
つ
い
て
、

こ
れ
ま
で
も
啓
発
・
広
報
を
行
っ
て

き
た
が
、
令
和
６
年
12
月
に
開
始
し

た
S
N
S
も
活
用
し
、
よ
り
幅
広

い
市
民
に
訴
え
か
け
て
い
く
。
ま
た
、

救
急
車
を
呼
ぶ
か
迷
う
時
に
は
、
大

阪
府
が
運
営
す
る
「
救
急
安
心
セ
ン

タ
ー
お
お
さ
か
」
の
利
用
を
広
報
し

A Q

A Q

　

国
登
録
有
形
文
化
財
木
村
家
住
宅

の
所
有
者
か
ら
有
形
文
化
財
、
金
銭
、

不
動
産
の
寄
附
を
受
け
る
と
の
こ
と

だ
が
、
寄
附
者
の
意
向
を
受
け
、
今

後
ど
の
よ
う
に
活
用
し
て
い
く
の
か
。

　

八
尾
の
伝
統
と
文
化
を
守
る
た
め
、

木
村
家
住
宅
に
新
た
な
価
値
を
つ
け

て
未
来
に
つ
な
げ
た
い
と
い
う
寄
附

者
の
意
向
を
踏
ま
え
、
多
く
の
方
に

八
尾
の
伝
統
産
業
や
歴
史
に
触
れ
て

い
た
だ
け
る
よ
う
に
、
ま
た
、
他
の

文
化
財
施
設
な
ど
と
連
携
を
図
り
な

が
ら
、
に
ぎ
わ
い
づ
く
り
の
拠
点
と

な
る
よ
う
に
整
備
を
し
て
い
く
。

市
営
住
宅
等
の
指
定
管
理
者
選
定

　
　
サ
ー
ビ
ス
向
上
の
取
り
組
み
は
？
　

建
設
産
業 

常
任
委
員
会
・
分
科
会

　

令
和
７
年
度
か
ら
市
営
住
宅
等
の

指
定
管
理
者
が
変
わ
る
が
、
入
居
者

サ
ー
ビ
ス
向
上
の
た
め
、
新
た
に
ど

の
よ
う
な
取
り
組
み
を
計
画
し
て
い

る
の
か
。

　

入
居
者
の
高
齢
化
に
対
応
す
る
た

め
、
安
否
確
認
が
で
き
る
ド
ア
セ
ン

サ
ー
シ
ス
テ
ム
の
導
入
や
、
入
居
者

や
地
域
住
民
が
交
流
を
図
り
、
つ
な

が
り
支
え
合
う
た
め
の
拠
点
を
設
け
、

必
要
に
応
じ
て
適
切
な
相
談
機
関
に

つ
な
げ
る
な
ど
、
地
域
の
課
題
に
対

応
し
た
取
り
組
み
を
計
画
し
て
い
る
。

A Q

A Q

詳しく審査

委員会で審査した議案　　
◦建物の売払いの件　　　　　　　　　　

分科会で審査した議案
◦�令和６年度八尾市一般会計第６号補正
予算の件（所管分）
◦�八尾市総合計画後期基本計画を定める
件（所管分）
　　　　　　　　　　　その他議案２件

市民の健康増進のため、スタジオ廃止後に
おける事業継続の手法を検討していく。

　

現
在
実
施
さ
れ
て
い
る
健
康
増
進

プ
ロ
グ
ラ
ム
は
継
続
さ
れ
て
い
く
の

か
。

　

活
用
す
る
部
屋
の
選
定
や
、
実
施

内
容
に
つ
い
て
、
現
在
、
講
師
及
び

指
定
管
理
者
と
具
体
的
な
ヒ
ア
リ
ン

グ
を
行
っ
て
い
る
。
健
康
増
進
事
業

の
必
要
性
は
今
後
も
変
わ
ら
な
い
た

め
、
令
和
７
年
10
月
以
降
に
つ
い
て

も
継
続
し
て
取
り
組
ん
で
い
く
。

生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
に
お
け
る

　
　
　
　
　
健
康
増
進
事
業
の
継
続
は
？

文
教 

常
任
委
員
会
・
分
科
会

　

生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
内
の
健
康
増

進
コ
ー
ナ
ー
と
し
て
の
ス
タ
ジ
オ
に

つ
い
て
、
令
和
６
年
９
月
市
議
会
定

例
会
に
お
い
て
廃
止
さ
れ
る
こ
と
が

決
ま
っ
た
が
、
ス
タ
ジ
オ
が
廃
止
さ

れ
る
令
和
７
年
10
月
以
降
の
健
康
増

進
事
業
に
対
す
る
検
討
は
ど
の
よ
う

な
状
況
か
。

　

ス
タ
ジ
オ
講
師
の
方
を
対
象
と
し

た
説
明
会
を
行
い
、
15
名
の
方
か
ら

ス
タ
ジ
オ
廃
止
後
も
セ
ン
タ
ー
内
の

他
の
部
屋
を
活
用
し
、
健
康
増
進
事

業
を
継
続
し
て
い
き
た
い
と
い
う
意

向
を
確
認
し
た
。

A Q

QA

　

応
募
が
１
団
体
し
か
な
か
っ
た
こ

と
に
つ
い
て
、
市
の
見
解
は
。

　

本
市
が
必
須
と
し
た
事
業
の
継
続

や
施
設
の
老
朽
化
に
伴
う
補
修
に
相

当
な
費
用
が
見
込
ま
れ
る
こ
と
な
ど

か
ら
、
結
果
的
に
１
団
体
の
応
募
と

な
っ
た
と
認
識
し
て
い
る
。

　

市
直
営
か
ら
民
間
の
運
営
に
移
る

こ
と
に
よ
る
市
民
へ
の
影
響
は
。

　

こ
れ
ま
で
も
指
定
管
理
者
と
し
て
、

し
っ
か
り
運
営
い
た
だ
い
て
お
り
、

運
営
権
移
行
後
も
、
こ
れ
ま
で
と
変

わ
り
な
く
事
業
を
継
続
い
た
だ
け
る

も
の
と
考
え
る
。

公
有
地
の
売
却
先
候
補
者
選
定

　
　
　
　
　
　
　
　
そ
の
経
過
は
？

健
康
福
祉
環
境 

常
任
委
員
会
・
分
科
会

　

八
尾
市
立
養
護
老
人
ホ
ー
ム
及
び

八
尾
市
在
宅
福
祉
サ
ー
ビ
ス
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
セ
ン
タ
ー
の
売
却
に
あ
た
り
、

広
く
募
集
を
か
け
る
た
め
に
も
、
公

募
期
間
３
か
月
は
短
い
と
考
え
る
が
、

市
の
見
解
は
。

　

参
考
と
し
た
指
定
管
理
者
の
公
募

期
間
が
通
常
約
２
か
月
で
あ
る
が
、

委
員
会
で
の
指
摘
を
受
け
、
３
か
月

と
し
た
。
説
明
会
の
実
施
や
実
際
に

施
設
見
学
な
ど
に
よ
り
、
修
繕
の
必

要
性
も
一
定
理
解
い
た
だ
い
て
お
り
、

適
正
な
期
間
で
あ
っ
た
と
考
え
る
が
、

今
後
に
つ
い
て
は
、
今
回
の
件
を
検

証
し
た
上
で
、
適
宜
対
応
し
て
い
く
。

A Q

QA

議会がしっかり  チェック

委員会で審査した議案・請願
◦八尾市生涯学習センターの指定管理者
　指定の期間変更の件
◦八尾市から保育虐待をなくすことを求
　める請願の件
　　　　　　　　　　　その他請願１件
分科会で審査した議案
◦�八尾市総合計画後期基本計画を定める
件（所管分）����
　　　　　　　　　　　その他議案１件

A Q

令和７年４月から八尾市立養護老人ホーム
及び八尾市在宅福祉サービスネットワーク
センターが民営化される。
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所管事務調査

　常任委員会は、所管事務調査を実施して、市民生活に深く関わる課題について、先進都市への視察を含めた
調査・研究を行っています。
　視察の内容も生かしながら、今後の市政に反映していきます。

ホームページにはこれまでの所管事務調査の報告や市長からの処理経過と結果の報告を掲載しています。➡➡➡

常任委員会の所管事務調査
議会の提案が市政を動かすCHECK !

調査テーマに基づき、先進都市を視察
先進事例と市の課題を研究し、施策提言につなげます

総務常任委員会

少子高齢・人口減少社会を見据えたコミュニティー
づくりについて

▷東京都日野市

　大山自治会における町会加入率 100％の取り組みをはじめ、町会
の負担軽減、活動の見直し及び活性化に向けた取り組みのこれまで
の実績や課題などについて学びました。

調査
テーマ

建設産業常任委員会

▷東京都立川市

　市民有志が企画運営に携わる自治会交流会の取り組みや従来の町
会・自治会によらない新たな仕組みづくりについて、視察を行いま
した。

地域公共交通の課題解消に向けた取り組みについて調査
テーマ

▷東京都三鷹市

　グリーンスローモビリティを用いた地域主体交通の実証運行につ
いて、導入経緯や本格運行に向けた今後の課題などについて学びま
した。

▷東京都葛飾区

　ＡＩデマンド交通の導入経緯や小型ＥＶ車両を活用した実証運行
の内容、オープンデータ化による交通サービス同士の連携強化につ
いて、視察を行いました。

　全国的に町会活動の持続可能性が危惧される中、
その課題解決には、町会自らが運営や活動の見直し
に取り組むだけでなく、自治体における町会への依
頼事項の削減など、各種の見直しが必要であると感
じました。

委員長からのコメント

　地域と行政の連携により運行しているグリーンス
ローモビリティ、利用者の利便性をより追求したAIデ
マンド交通は良い取り組みだと思いました。
　地域課題に応じた交通手段の模索や福祉部局と
の連携の可能性など、移動が困難な交通弱者の支援
につながる委員会提言をして参ります。

委員長からのコメント

文教常任委員会

・不登校対策について
・産後ケアについて

▷静岡県三島市

　不登校対応研修プログラムや訪問教育相談員配置の効果、サポー
トルームの活用やＩＣＴの利活用など、総合的な不登校対策につい
て学びました。 

調査
テーマ

▷静岡県静岡市

　アウトリーチ型の産後ケア事業の内容や利用者の声、「みしまめっ
こオンライン事業」の概要や啓発方法について、視察を行いました。

　不登校対応では、教員や支援者側の対人援助のス
キルを上げることで信頼関係を構築し、児童・生徒が
安心できる人、場所が増えることにつながっていくと
思いました。
　産後ケア事業では、１歳未満まで利用できる制度
が本市にできるのか調査を進めていきたいです。

委員長からのコメント

健康福祉環境常任委員会

・ごみ減量・環境負荷軽減の取り組みについて
・健康寿命の延伸について（健康課題解決に向け
   た取り組みについて）

▷静岡県浜松市

　サーキュラー・エコノミー推進に係る連携と協力に関する協定締
結の経緯や効果、ごみ減量の取り組みにおける市民や販売事業者等
との協力体制について視察しました。 

調査
テーマ

▷神奈川県座間市

　「浜松ウェルネスプロジェクト」の概要や健康ビッグデータの分析
に基づく健康課題への対策、庁内及び庁外連携の取り組みついて学
びました。

　視察先では、民間事業者の知見と協力を活かした
先進的施策が印象的でした。
　八尾市も行政資源を効率活用し、市民サービス向
上と公共の福祉を増進すべく、委員会提言へ反映し
て参ります。

委員長からのコメント

自治会等を応援する条例を制定し、安全・安心で住
みよい地域社会の形成を目指している。（立川市）

日野市での視察

グリーンスローモビリティを用いた地域主体交通
の実証運行を行っている。（葛飾区）

三鷹市での視察

子どもや保護者の孤立感を解消するために訪問教
育相談員事業を実施している。（静岡市）

三島市での視察

小田急電鉄と連携し塵
じんかい
芥収集支援システムによる

ＤＸ収集を行っている。（座間市）

浜松市での視察
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○賛成　×反対　－退場　（請願は〇採択　×不採択）

令和６年 12 月定例会　本会議 議決結果
賛否が分かれた議案等

件 名

［　　］は討論件数

議決�
結果

大阪維新
の会 公明党 八尾の未来

を紡ぐ会
八尾保守
の会 日本共産党 新声 会派に所属

しない議員

景山　和香
木村　健二
稲森　洋樹
鑄方　淳治
松本　　剛
坂本　尚之
桝井政佐美
田中　慎二
奥田　信宏

福永美智子
南方　　武
五百井真二
前園　正昭
西田　尚美

柴谷　匡哉
西川　あり
吉村　拓哉

川上　　舞
松田　憲幸
田中　久夫

田中　裕子
越智　妙子

山中　　宏
竹田　孝吏

露原　行隆

八尾市総合計画後期基本計画を定める件 ［反対１］ 可決 ○ ○ ○ ○ × ○ ○

建物の売払いの件［反対１］ 可決 ○ ○ ○ ○ × ○ ○

八尾市下水道条例の一部改正の件［反対１］ 可決 ○ ○ ○ ○ × ○ ○

八尾市水道事業の設置等に関する条例等の廃止等
の件［反対１］［※１］ 可決 ○ ○ ○ ○ × ○ ○

令和６年度八尾市一般会計第６号補正予算の件
［賛成１］［反対１］ 可決 ○ ○ ○ ○ × ○ ○

令和６年度八尾市国民健康保険事業特別会計第１
号補正予算の件［反対１］ 可決 ○ ○ ○ ○ × ○ ○

令和６年度八尾市介護保険事業特別会計第１号補
正予算の件［反対１］ 可決 ○ ○ ○ ○ × ○ ○

八尾市営住宅等の指定管理者指定の件［反対１］ 可決 ○ ○ ○ ○ × ○ ○

刑部小学校給食調理場改築に伴う機械設備工事の
工事請負契約締結の件 可決 ○ ○ ○ ○ － ○ ○

八尾市から保育虐待をなくすことを
求める請願の件［※２］

項目1及び3
不採択

× × × × ○ × ×

項目２ × × ○ × ○ × ×

子どものための予算を大幅に増やし、保育・学童
保育の充実を求める請願の件［採択１］ 不採択 × × × × ○ × ×

議案第80号「八尾市総合計画後期基本計画を定
める件」に対する附帯決議の件 可決 × ○ ○ ○ ○ × ○

議案第88号「令和６年度八尾市一般会計第６号補
正予算の件」に対する附帯決議の件 否決 ○ × ○ × × × ×

◆田中慎二議員は議長のため採決に加わらない。木村健二議員は欠席。
［※１］は特別多数議決の案件のため、議長にも表決権あり。
［※２］採択１、不採択１、項目1及び３不採択・項目2採択１

全会一致の議案等
件　名 議決

結果 件　名 議決
結果

八尾市印鑑の登録及び証明に関する条例の一部改正の件 可決 令和６年度八尾市一般会計第７号補正予算の件 ［※１］ 可決

八尾市職員の勤務時間等に関する条例の一部改正の件 可決 令和６年度八尾市国民健康保険事業特別会計第２号補正予算の件
［※１］ 可決

八尾市職員の退職手当に関する条例の一部改正の件 可決 令和６年度八尾市介護保険事業特別会計第２号補正予算の件［※１］ 可決

八尾市公共下水道事業の設置等に関する条例の一部改正の件 可決 令和６年度八尾市後期高齢者医療事業特別会計第１号補正予算の
件［※１］ 可決

八尾市生涯学習センターの指定管理者指定の期間変更の件 可決 八尾市固定資産評価審査委員会委員を選任するについて同意を求め
る件（井川真理子氏） 同意

八尾市職員給与条例及び八尾市会計年度任用職員の給与等に
関する条例の一部改正の件［※１］ 可決

◆田中慎二議員は議長のため採決に加わらない。木村健二議員は欠席。
［※１］採決の際、南方武議員は不在。

３
月
定
例
会
の
予
定

【
２
月
】

10
日（
月
）

議
会
運
営
委
員
会

13
日（
木
）

議
会
運
営
委
員
会

21
日（
金
）

本
会
議（
市
政
運
営
方
針・議
案
説
明
）

26
日（
水
）

本
会
議（
代
表
質
問
）

27
日（
木
）

本
会
議（
代
表
質
問
）

【
３
月
】

３
日（
月
）

本
会
議（
個
人
質
問
）

予
算
決
算
常
任
委
員
会（
全
体
会
）

４
日（
火
）

本
会
議［
予
備
日
］

５
日（
水
）

本
会
議［
予
備
日
］

７
日（
金
）・

10
日（
月
）

文
教
常
任
委
員
会

予
算
決
算
常
任
委
員
会（
文
教
分
科
会
）

11
日（
火
）・

12
日（
水
）

健
康
福
祉
環
境
常
任
委
員
会

予
算
決
算
常
任
委
員
会（
健
康
福
祉
環
境
分
科
会
）

13
日（
木
）・

14
日（
金
）

建
設
産
業
常
任
委
員
会

予
算
決
算
常
任
委
員
会（
建
設
産
業
分
科
会
）

17
日（
月
）・

18
日（
火
）

総
務
常
任
委
員
会

予
算
決
算
常
任
委
員
会（
総
務
分
科
会
）

24
日（
月
）

予
算
決
算
常
任
委
員
会（
全
体
会
）

26
日（
水
）

議
会
運
営
委
員
会

27
日（
木
）

本
会
議（
議
案
採
決
）

〔請願項目］
・保育園等で働く職員を確保する為の補助金を増やしてください。
他４項目

不採択

請願請願 国または地方公共団体の機関に対して、その職務に関する事柄について文書で希望
を申し述べるもので、提出する場合は、議員の紹介が必要です。

所管の委員会で審査し、本会議で採決を行いました。

子どものための予算を大幅に増やし、保育・学童保育の充実を求める請願の件

〔請願項目］
・保育虐待等の不適切事案を二度と発生させないよう、保育の質を確保向上させるために保
育施設に対する指導監査体制の抜本的拡充を行うとともに、指導監査時に利用者アンケート
を実施し、不正や不適切な対応の発見に役立てること。
他２項目

八尾市から保育虐待をなくすことを求める請願の件不採択

10月24日

10月25日

10月30日
10月31日
11月  6日

11月  7日
11月13日

愛知県犬山市 民生文教委員会

⾧野県中野市 民生環境委員会

愛知県弥富市 総務建設委員会

茨城県水戸市 文教福祉委員会
愛知県碧南市 議会基本条例推進特別委員会
埼玉県久喜市 福祉健康常任委員会
福岡県小郡市 総務文教常任委員会
愛知県豊田市 議会運営委員会
岐阜県郡上市 広報広聴特別委員会

「重層的支援体制整備事業について」
「部活動の地域移行の取り組みについて」
「重層的支援体制整備事業について」
「つなげる支援室について」
「中小企業地域経済振興基本条例について」
「みせるばやおについて」
「八尾市版重層的支援体制整備事業について」
「市議会×高校生プロジェクトについて」
「重層的支援体制整備事業について」
「不登校等対策支援事業について」
「議会だよりについて」
「議会だよりについて」

議会 Topics 全国各地より八尾市へ行政視察にお越しいただきました
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各ページの縦帯の柄は八尾市の伝統文化である河内木綿の「二様菊花唐草文」の図柄をモチーフにしています。

ＧＲＯＵＰ  Ａ

編 集 後 記

◎ 松田 憲幸  ○ 山中  宏 
木村 健二　　川上  舞　福永 美智子　西川 あり　田中 裕子　

議会だより編集委員会（◎委員長 ○副委員長）議会だより編集委員と市内高校生による座談会へご参加いただ
きありがとうございました。これからの社会を担う若い世代の意
見を聞くことができ、大変貴重な時間となりました。

ＧＲＯＵＰ  Ｃ

ＧＲＯＵＰ  Ｂ
高校交流とまちづくりの２ジャンルに絞っ
た意見を出し合いました。

高校生×八尾市議会 グループディスカッションでは各グループで活発な意見交換
が行われ、高校生の目線での貴重な意見をたくさん聞くこと
ができました。各グループの提案の一部を紹介します。

・高校対抗のイベントや他校１日体験
・体育祭等の土日開催など他校と交流
・八尾市名産歯ブラシで歯磨き大会
・自習室たくさんあったらいいな
・ボール遊びができる子ども向け施設を増やす
・八尾の食べ物をもっと食べたい

交流・イベント・施設・健康・安全の５ジャ
ンルについて意見を出し合いました。
・小中高生向けの職業体験会
・多世代や外国人との交流イベント
・どろんこまつり
・公園トイレのリニューアル
・防犯カメラや自転車レーンを増やす
・市営の難病支援センターの設置

現況・改善点・提案という視点から、意見
を出し合いました。
・高校交流や各校のクラブ紹介イベント
・広い公園やみんなが集まれる場所を増やす
・道路の舗装やカーブミラーを見やすく
・防犯灯を増やしてもっと安全なまちに
・学校以外で活躍する場があったらいいな
・音楽スタジオやスポーツ施設がほしい

高校生と議会をつなぐ未来会議2024

・議員のみなさんだけでなく他校の人と交流できたこ
　とで、とてもいい機会となった。
・議員＝堅いというイメージがあったが、実際に会う
　と気さくで面白く、印象がガラッと変わった。
・座談会をきっかけに自分の住むまちへの関心が高ま
　り、自分の一票をどの人に託すかをよく考え、絶対
　に投票に行きたいと思う。

高校生からの感想
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